
80 代健康女性の聞き取り調査 その２ 

担当 冨安兆子 

 

8 1 歳 

（大正７年３月 2 0 日福岡県田川市生れ） 

 

現在の生活の概況・健康状態 

 健康状態：とても良好です。特に主治医は

ありませんが、年１回は検診を受けるように

しています。これまでのところ異常はありま

せん。 

 食生活：特に好き嫌いはありません。食前

酒を少量飲みますがタバコは喫みません。 

 スポーツや趣味：特にありませんが家業の

鮮魚商を夫亡きあと(３年前に死亡）は一人

で切り盛りして来ました。働くことが運動で

もあり趣味にもなっています。孫達の成長も

何よりの楽しみです。 

 家族：四女と孫２人（大学生と高校生）と

の同居です。千葉に長女がおり盆・正月の年

２回帰省します。次女は福岡県内に住んでい

ますので毎日一回はやってきます。三女は隣

町にいて毎日安否確認をしてくれます。 

 友人・隣人の関係：魚屋をしているので常

時２～３人が集って話に花が咲きます。 

 現在の経済条件：国民年金と魚屋の収入が

あり、夫の軍人恩給もあります。住居は一戸

建ての持家です。 

 現在の仕事や社会活動：毎日魚市場に仕入

れに行きます。車は姪が運転してくれます。

忙しいので特に社会活動はしていませんが

足・腰の悪い方に魚を配達してあげることで

役に立っているかなぁと思います。 

 家事全般：会社勤めをしている四女が帰宅

してから全てやってくれます。 

 一日の生活時間：朝５時半起床、軽く朝食

をし、６時 20 分頃から魚市場に仕入れに行

きます。８時 20 分頃帰宅して牛乳と果物を

取り店を開けます。昼食は 13 時頃で、その

あとは歩行困難な方に魚を配達してあげま

す。就寝は 11 時半で、夜間は一回も目覚め

ず熟睡します。 

 健康で店を続けることが何よりの望みで

す。 

 

誕生時の状況 

 やや大きな赤坊だったそうです。誕生時の 

父母の年齢は分かりません（父は 59 歳、母

は 90 歳で死亡）。両親は鮮魚商でした。私は

六人姉妹の次女です。 

 

幼い頃 

 病気や怪我もなく、健康で育ちました。好

き嫌いを言えば叱られた時代で何でも喰べ

ました。遊んだ記憶はなく、家の手伝いばか

りだったように思います。 

 

思春期・成人前期 

 16 歳で初潮を迎えました。その後の生理は

順調だったと思います。19 歳の時馬車で怪我

をし１年ほど自宅療養しました。父親から女

は本を読むな、唯働けといつも言われていま

した。この時期も遊んだことはありません。

父も母もよく働く人で、親子、姉妹協力して

家業に頑張りました。でも楽しかったです。 

 

家族形成期 



 28 歳で結婚。婿養子の夫と二人で鮮魚商を

続けてきました。４人の子は家で産婆さんに

取上げてもらいました。皆健康で元気に暮ら

しています。流産や中絶の経験はありません。

夫がとてもよく出来た人でお店も育児もよ

くやってくれました。 

 

更年期 

 ずっと健康で、店も忙しく、更年期を感じ

る暇もありませんでした。食生活や嗜好も変

化はなく、家族、友人関係も良好でした。 

 

介護体験 

 実母が向かいの家で妹たちと八百屋をし

ていましたが、90 歳のとき胃癌で亡くなりま

した。病院の老人病棟に入院していましたが、

夜間２ケ月ほど家族交替で着衣やおむつの

交換・陰部清拭などの介護に当たりました。 

 

現在元気でいる秘訣 

 バランスよく規則正しい食生活・いつも体

を動かしていたこと。常に陽気でクヨクヨし

ない。笑顔を忘れずに規則正しい生活をする。

鮮魚商という仕事のおかげが大きい。 

 生まれ変わるとしたら：男性がいい。仕事

はやはり鮮魚商です。 

 

8 3 歳 

（大正５年８月 1 2 日新潟県生まれ） 

 

現在の生活の概況・健康状態 

 健康状態：持病は特にありません。時折内

科に行って血圧を計ってもらっています。 

 食生活：何でも好き嫌いなく食べますが特

にゴマ・海藻類が好きです。毎日野菜の油い

ためを食べるようにしています。肉も魚も好

きですし、お酒も好きで２合～３合位頂きま

す。 

 楽しみや生きがい：自宅の前が通学路なの

で朝、軽い食事後通学路の近くにあるベンチ

で編み物をしながら登校していく子供たち

に声をかけ、その後ゆっくり朝食をとるのが

日課であり楽しみにもなっています。 

 家族・暮らし方：一人暮らしをしておりま

すが、嫁と息子が市内に在住し、時々訪問し

てくれます。私としてはできるだけ過保護に

して欲しくないのです。私からＳＯＳを発す

るまで放って置いてと子供たちには言って

います。子供に依存しては駄目だと思います

し、娘（63 歳）には自分の生活を楽しんでも

らいたいのです。 

 友人・近隣との関係：近所づき合いも大事

だと思っていますので、ほどほどの付き合い

をしています。 

 現在の経済条件：亡父の軍人恩給と 14 年

掛けた国民年金で生活しています。住宅は持

家です。 

 現在の仕事や社会活動：夕方から児童セン

ターで編み物を教えます。日中は近所の草取

りや草花の手入れをしています。 

 家事全般：全て自分でしています。特に炊

事は大好きでよくします。 

 生活信条：好きな言葉は特にありませんが

自分で出来ることは自分ですることを信条

にしています。 

 一日の生活時間：起床は５時で７時半頃か

ら外で編み物したり草取りしたりします。９

時にゆっくり朝食を取り、11 時頃から児童セ

ンターや福祉会館で草花の手入れをします。

12 時に昼食を取り、午後は児童センターや近

くの施設に行き、子供達に贈る袋物作りをし

ます。18:00から炊事にかかり19:00に夕食。



そのあとはテレビを見たりして22:00 に就寝

します。 

 

誕生時の状況 

 生まれたときは普通の大きさだったよう

です。私の誕生時の父母の年齢は分かりませ

んが、亡くなったのは父60 歳、母 38 歳でし

た。父母は雑貨商を営み、８人兄弟でした。 

 

幼い頃の様子 

 病気や怪我をした記憶はありません。食べ

物の好き嫌いもありません。毎日、暗くなる

まで外で遊んでいて、女の子なのにと、親か

らよく叱られたものです。学校の庭でよく遊

んだことが印象的です。 

 

学校時代 

 小学校６年間休まず精勤賞をもらいまし

た。親に与えられたものはとにかく全て喰べ

ました。私は８番目の子で親に可愛がられ、

友だちも沢山いました。 

 手芸が好きで小学校卒業後工芸学校に入

れてもらいましたが、家の没落で工芸学校を

止めなければならなかったのがとても残念

でした。 

 

結婚前までの生活 

 健康で好き嫌いなく喰べました。遊びやス

ポーツは特にしていませんでしたが、時々新

潟市まで映画を見に行きました。商いを手伝

うのに懸命な毎日でした。 

 

家族形成期 

 ずっと健康で、二人出産しましたがお産は

軽かったです。男兄弟の中で育ったのでお酒

（日本酒）は好きでした。家事・育児をしな

がら夫を助けて良く働きました。忙しくて楽

しみや生きがいなど考えたこともありませ

んでした。今思うと大変なことですが、当時

は何とも思いませんでした。 

 家族：結婚当初は舅とは同居していません

でしたが、途中から引き取って世話をするこ

とになりました。 

 この時期も人と接している事が好きでし

た。 

 

更年期 

 常に明るく暮らしていて更年期の感じは

ありませんでした。この頃の食生活の傾向も

どちらかと言うと油濃いものが好きでした。

夫の死後は特によく働きました。 

 

介護体験  

 19 歳の時、舅が中気になって引き取ること

になり１年間介護したが大変でした。坂道を

おんぶして風呂屋に連れて行ったことを想

い出します。 

 

現在元気で過ごせる秘訣 

 何事にもくよくよしないで前向きに生き

ること。食生活は何でも好んで喰べること。

家の中にこもらずいつも人に接していられ

る環境であること。近くに、小学校、児童セ

ンター、病院、福祉施設があり、これからも

今と同じ生き方をしたい。 

 生まれ変わるとしたら：やっぱり女の方が

いいです。男よりいろいろな生き方ができま

すから。 

 

元気に生きるためのアドバイス 

 のんきに、くよくよしないこと。食事も自

分で作ること。常に研究心を忘れないこと。



今日は沢山のお喋りができて本当に楽しか

ったです。 

 

8 4 歳 

（大正４年９月 2 7 日福島県白河市生れ） 

 

現在の生活の概要 

 健康状態：健康というわけでもないけれど、

普通に生活できます。かかりつけ医は特にあ

りませんが、１年に１回位、家族のものに無

理矢理近所の開業医のところに連れて行か

れます。 

 食生活：朝は、御飯・のり・鮭のフレーク

のようなものとお漬物。昼は紅茶とお菓子、

夕食はお刺身（トマトケチャップとマヨネー

ズを混ぜてつけるのが好き）と柔らかい煮物、

お漬物というパターンが多いです。甘いもの、

特に甘くした紅茶が好物で、お酒は飲みませ

ん。 

 スポーツ・趣味・楽しみ：特にありません。

夜はいつもテレビを視ています。 

 家族居住・形態：娘（次女）夫婦と二世帯

住宅で暮らしています。ほかに、長女夫婦が

東京都練馬区にいて年１回位訪れてくれま

す。孫は年２回位来ます。家族への要望は特

にありません。今のままでいいです。 

 友人・近隣の関係：友人や近隣との付き合

いは殆ど有りません。近所の方とは逢えば挨

拶ぐらいはします。親戚とは電話で話したり、

家に来たら少し話す程度です。 

 経済的条件：遺族年金です。 

 現在の仕事・社会活動：外にはほとんど出

ません。庭で草むしりなどはしますが、家に

いるのが好きなんです。 

 一日の生活時間：起床は７時、７時半に朝

食を取り、家事をして、12 時に昼食。午後は

新聞を読んだり家事をしたりして 18 時に夕

食。その後はテレビを視て 23 時に就寝しま

す。 

 

誕生時の状況 

 出生時の大きさはわかりません。父母の年

齢も忘れました。家業は酒屋で両親は二人と

も働いていました。私は長女で弟３人、妹１

人の５人兄弟でした。 

 

幼い頃 

 病気や怪我をしたこともなく健康でした。

日常の食事は、御飯、味噌汁、煮魚（たまに

は肉）漬物といったところでしょうか。おや

つもなかったし外食したこともほとんどあ

りません。食べ物で嫌いなのは辛いもの、好

きなのは甘いものでした。遊びはお手玉、お

はじき、かるたなど、家でできる遊びが中心

でした。 

 

就学期（思春期） 

 健康・生理：健康状態は普通でした。初潮

は女学校２年か３年の頃だったと思います。

脱脂綿で対処していましたが、面倒だったの

で印象はあまりよくありません。 

 食生活：日常の食事は幼時と同じで、昼食

はお弁当（御飯、魚の煮物、時々卵）を持っ

て行きました。卵は近くの農家が新鮮なもの

を毎日売りに来ました。行事食はお正月にお

餅を食べるくらいでお節句はありませんで

した。お店をやっていたから毎日忙しく、行

事で特別な食事をするということはありま

せんでした。 

 家族関係：親は店で忙しく、私は弟妹の世

話をしていたので良いも悪いもありません

でした。けんかはあまりしなかったと思いま



す。 

 

家族形成期 

 健康状態：病気はなかったし生理も順調で

した。 

 妊娠・出産：長女、次女、三女のお産はい

ずれも福島の実家でしましたが、３人とも比

較的軽かったです。戦争が始まった頃、長女

が亡くなりました。医者もいないし食物もろ

くにありませんでした。 

 食生活：戦争中は配給のものでした。嗜好

品はありませんでした。戦争後は甘い紅茶を

よく飲みました。 

 家族関係：戦争中は福島にいました。爆弾

を落とされることもなく比較的平和でした。

夫は国家公務員（裁判官）だったので転勤が

多く、常に家族４人で移動していました。夫

の両親は亡くなっていたので舅・姑とのつき

あいはありませんでした。夫の兄や妹とは手

紙や電話で時々連絡を取り合う程度ですが、

年に一度くらいは会っていました。 

家事全般：家事はほとんど私がしましたが、

夫は子供の世話などをよくしてくれました。

お風呂に入れたり休日の遊び相手などです。 

 

更年期 

 健康状態：病気もせず普通に過ごしました。

更年期にも気付かなかったくらいです。食生

活も今と変わりません。 

 家族関係：夫、三女と同居。次女は大学を

出て薬剤師として働き、30 歳で結婚して家を

出ました。三女は大学を出てパートでしばら

く働きましたが、結婚してからも同居を続け

ています。 

 友人・知人：特に仲良くしていた友人はい

ませんが、女学校時代の友人とは時々連絡を

取り合っていました。 

 仕事・社会参加：職業に就いたことはなく

ずっと主婦業のみでした。 

 

介護体験 

 実家は弟は継ぎ、夫の両親は早く亡くなっ

ていたので、介護したことはありません。夫

は死ぬ前に１ヶ月位は家で世話をしました。

トイレや食事は大体自分で出来ていたので

身の廻りの世話ぐらいのものでした。 

 

現在まで元気で過ごせた秘訣 

 何事も深く考えないでマイペースでいる

ことです。そして普通に暮らすこと。食生活

では、辛いものは食べないし、コーヒーも飲

みません。スポーツはあまり好きではありま

せん。これからもこのままでいるのがいいと

思います。 

 生まれ変わるとしたら：考えたこともない

からわかりません。男・女どちらでもいいと

思います。 

 

8 5 歳 

（大正３年 10 月 31 日静岡県浜松市生れ） 

 

現在の生活の概況 

 健康状態：良好ですが、持病としてＳ状結

腸ポリープ、白内障、骨粗鬆症、椎間板ヘル

ニアがあり、堀川クリニックにかかっていま

す。 

 食生活：朝食はパン食で牛乳・野菜の煮物

など、おやつは煮干しです。昼食は御飯と野

菜の組み合わせですが、三日に一度めん類に

しています。 

 スポーツ・趣味・楽しみ：60 坪の畑で野菜

作りをするのが何よりの運動になっていま



す。そして取れた野菜を毎日食べるのが楽し

みです。もう一つの楽しみは月に２回クリニ

ックに出かけることです。通院に１時間以上

かかりますが喜んで出かけます。 

 家族：子供はいません。養子を迎えました

が亡くなりました。同居・別居共に家族はあ

りません。 

 友人・近隣の関係：近所に 89 歳の友達二

人と 84 歳の友達がいます。毎日のように行

き来し、おかずを分け合う仲良しです。 

 経済条件：収入は国民年金 40 万弱と賃貸

料 36 万（いずれも年額）で、家は持家です。

野菜以外を買うだけですから一人暮らしで

はこれで十分です。 

 現在の仕事：畑仕事だけですが、以前自転

車屋をしていたので、パンクとか簡単な修理

くらいは昔のお馴染みさんにしてあげてい

ます。 

 家事全般：全て一人でしています。 

 好きな言葉・生活信条：起床して生あるこ

とを感謝し、今日１日を元気で過ごそうと思

います。 

 一日の生活時間：６時起床、散歩をしてか

ら８時朝食、９時から畑仕事、12 時に昼食。

その後昼寝を楽しみます。14 時頃から畑回り

をしたり近所でおしゃべりしたりして 17 時

から炊事、18 時に夕食。そのあとテレビを視

て入浴し 20 時には就寝します。テレビは１

日１時間と決めています。 

 

誕生時の状況 

 私は男３人、女３人の末っ子で、生れた時

の大きさは普通でした。当時の父の年齢は40

歳、母は 30 歳で農業（養蚕）を営んでいま

した。 

 

幼い頃 

 健康状態：病気や怪我もなく元気でした。 

 食生活：特に好きなものは豆腐・油揚げ。

嫌いなものは全然ありません。 

 遊び：近所の同級生とよく鬼ごっこをしま

した。 

 

就学期（思春期） 

 健康状態：病気や怪我はありませんでした。

16 歳で初潮を迎えましたが何も知らなかっ

たので、この時初めて母親に聞きました。 

 食生活：特に好きなものは豆腐・油揚げ、

野菜類、鰯。お正月にはお餅を喰べました。 

 遊び・スポーツ・楽しみ：歌をうたうこと

が大好きでよく合唱に行きました。徒競走も

好きで、褒美をもらったこともあります。 

 家族関係：兄２人、姉２人が死亡しました。  

 もっとも印象に残っていること：家が分家

で貧しかったので上の学校（女学校）に行け

なかったことです。 

 

家族形成期 

 

 20 歳で結婚しました。生理は順調でしたが

子供はできませんでした。 

 家族関係：夫の両親と夫の弟（独身）と同

居でした。子供がいないことだけが苦になっ

ていましたが、そのことについて非難された

ことは一度もありません。 

 仕事：家事が大部分でしたが家業の自転車

屋を少しだけ手伝いました。 

 

更年期 

 健康状態：更年期のことなど知らずにいた

程健康でした。食生活も若い時のままと同じ

です。楽しみは野菜を育てること。隣人とは



毎日行き来がありました。 

介護体験 

 両親、夫とも介護をする程もなく亡くなり

ました。夫は平成元年脳梗塞で亡くなりまし

た。２～３ヶ月の看病は介護のうちには入ら

ないと思いますよ。 

 

現在まで元気で過ごせた秘訣 

 ①三度の食事をよく考えて作ること。また

それが楽しみでもある。 

 ②人と仲良くすること。家族はいないが友

人に恵まれたこと。 

 ③ちょっとの痛みでもすぐにかかりつけ

医に相談して診療してもらうこと。くよくよ

はしないけど、身体のことは気をつける。 

 生まれ変わるとしたら、男、女、：どちら

でも良い。子供はいなかったが夫に一度も手

を上げられたことはないし回りもみんな良

い人だったので同じ人生でもよい。 

 

8 6 歳 

（大正２年４月 1 3 日熊本県菊陽市生れ） 

 

現在の生活の概況 

 健康状態：本態性高血圧症で 50 歳の時か

ら通院しています。現在は、幸手総合病院内

科外来で受診しています。 

 食生活：好き嫌いはなく何でも喰べますが

特に好きなのは野菜・果物です。気をつけて

いることは間食しないことで、お酒は時々コ

ップ２杯位飲みますが、タバコは一切吸いま

せん。 

 スポーツ・趣味・楽しみ：ゲートボールを

週３回位しています。趣味は読書、園芸、ス

ポーツをテレビで視ることなど。特にスポー

ツ観戦は大好きなので何でも視ます。 

 家族：現在一人暮らしをしていますが、長

男が週一回、娘（次女）が月一回程来てくれ

ます。自営業の息子の経営状況が気になりま

すが、心配しても始まらないので気に病んで

はいませんし、要望もありません。 

 友人・近隣・よく付き合う人々：ゲートボ

ールの仲間が 12 人、老人会の仲間が４人い

ます。 

 現在の経済条件：主たる収入は息子と娘か

らの仕送りを含めて月 10 万円ですが充足し

ています。住宅は３ＬＤＫの団地ですが、今

の暮らし方に満足しています。 

 仕事・社会活動：現在は仕事もボランティ

ア活動もしていません。外出は毎日買い物に

出ます。去年までは年に１回老人会主催旅行

に参加していました。 

 家事全般：全部一人でしています。 

 生活信条：元気でいること、呑気でいるこ

と、くよくよしないこと、人の言うことをあ

まり気にしないこと。 

 一日の生活時間：午前７時半起床、８時半

朝食、９時半新聞を読む、11 時半散歩、12

時半昼食、13 時からゲートボール、園芸、買

い物などをして 17 時から夕食の支度、18 時

半夕食、その後はテレビ・読書をして 23 時

に就寝というパターンです。 

 

誕生時の状況 

 生れた時は普通の大きさで、私の誕生時の

父の年齢は28 歳か 29 歳、母は 19 歳か 20 歳

のはずです。父は軍人、母は小学校の教諭で

した。家族構成は、両親と姉２人と家族同様

のばあやがいました。 

 

幼い頃 

 健康状態：小学校４年の時腸チフスにかか



りました。おてんばだったので怪我は数知れ

ず、今でも頭部に傷跡が残っています。 

 食生活：日常の食事は御飯、味噌汁、漬物、

時に生卵。大好物はめんたいこ、嫌いなもの

は人参でした。庭にいろいろな果樹があって、

ぶどう、ザクロ、桃、柿、みかんなど沢山喰

べました。行事食では雑煮が主ですが、魚貝

類は缶詰が大量にありました。 

 遊び：木登り、石蹴り、陣取り、学校では

跳び箱もしました。お手玉もしました。 

 家族関係：両親、姉２人、弟２人、妹１人

とばあやの９人で暮らしていました。 

 最も印象的な出来事：一つは騎兵軍人であ

った父が久留米の練兵場で馬に乗り「進め

ー」と指揮していた姿。もう一つは、ばあや

と一緒にお米を買いに行って、少しこぼして

しまったこと。大切なお米を無駄にして本当

に口惜しかったことを覚えています。 

 

就学期（思春期） 

 健康状態：怪我や病気はしませんでした。

初潮は小学校６年の時ですが、本などで知っ

ていたので驚きませんでした。初潮を迎えた

人が周囲に誰もいなかったので「いやだな」

と思いました。小学校４年生頃から恋愛小説

などを読んでいたので早熟だったと思いま

す。 

 食生活：尋常小学校までは自宅で幼少時と

同じ食生活。尋常小学校高等科の２年間は下

宿で、かなりご馳走がありました。熊本県女

子師範学校時代は５年間寄宿舎生活を送り

ました。寮の食事は美味しかったです。 

 遊びやスポーツ：バレーボール、水泳、友

人と話すこと、寄宿舎の図書室で本を読むな

どです。『レ・ミゼラブル』を読んで感激し

たことを今でも鮮明に覚えています。 

 家族関係：父が死亡し、母と姉２人、弟２

人（１人は肺結核）妹１人の構成になりまし

た。 

 最も印象的な出来事：学校（女子師範）に 

プールが出来、毎日のように夕食の時迄ずっ

と泳いでいたこと。最も影響を受けた書物は

『レ・ミゼラブル』、影響を受けた人は生物

の先生でした。植物の名前をよく教えてくれ

ました。 

 

成人前期 

 健康状態：大きな怪我や病気もせず生理は

順調でしたが、毎回生理痛がありました。 

 食生活：幼少期と同様。しかし、この頃か

ら人参もよく喰べるようになりました。 

 遊びやスポーツ：子供といろんなことをし

て遊びました。Ｓ13 年～14 年頃満州に出向

していて、授業は午前中だけ午後はフリーだ

ったので毎日のように映画を見ました。 

 家族関係：国内で教員をしていた頃は母と

弟１人、妹１人との生活でした。満州では姉

の自宅に下宿していました。姉が満鉄の職員

と結婚して満州にいたからです。 

 仕事：女子師範卒業時、学校で職場（小学

校）を見つけてくれました。人間関係は良く

先輩や同僚に色々なことを教えてもらいま

した。 

 最も印象的な出来事：満州時代同僚の男性

と大恋愛をしましたが、肺結核になり失恋し

て日本に帰国したことです。 

 

家族形成期 

 健康状態：健康は良好で生理も順調でした。

妊娠４回、１回は中絶しました。つわりがひ

どく、29 歳で長女を出産した時は高年齢のた

めかお産が重かったのですが、次女からは安



産でした。 

 食生活：戦中・戦後であったため、御飯を

喰べられさえすればよいという状態でした。

芋蔓など、何でも喰べていました。夫が農業

高校の教員をしていたので野菜類は困りま

せんでした。 

 遊びやスポーツ：喰べること以外、何もあ

りませんでしたが、子供の洋服は楽しみでよ

く作りました。 

 家族関係：夫の家庭参加は全くなく、仲も

良くありませんでした。よく喧嘩をしました。

舅姑と同居したら３ヶ月で嫌になり、実家に

帰りましたが、夫が迎えに来て、その後は核

家族になりました。 

 仕事：出産と同時に退職しました。 

 印象に残っていること：特にありませんが、

子育てと生活に追われ読書など全く出来ま

せんでした。 

 

更年期 

 健康状態：健康は良好で更年期はなかった

ように思います。 

 食生活：野菜・果物をよく喰べていました。 

 遊びやスポーツ、楽しみ：子供に洋服を作

ることが楽しみでした。編物、洋裁が大好き

で、人に頼まれれば内職程度にしていました。 

 家族関係：51 歳の時夫と離婚。一番下の子

が大学を卒業した年でした。 

 近隣・社会関係：隣近所とは挨拶を交わす

程度で、社会参加もほとんどありませんでし

た。 

 最も印象的な出来事：女子師範時代の親友

が自殺したことです。 

 

介護体験 

 姑を２～３ヶ月介護しました。清拭や食事

介助、身体が痛む時はマッサージなどです。 

 

現在元気でいる秘訣 

 のんきに、くよくよしないで生きているこ

と、嫌なことはすぐ忘れてしまうこと、食事

（野菜、果物を沢山とる）がいいこと、 ゲ

ートボールと散歩を毎日、週３回は行うよう

にしています。 

 社会的要因：家族とほどよい距離でつきあ

い、多くのことを望まず、人間が好きなこと。

人に好かれるようにすることです。 

 これまで一番良かったこと：子供が３人共

良く育ったこと。離婚したにもかかわらず子

供たちが立派な大人に成長してくれたこと

です。これからも元気でゲートボールを続け

たいと思っています。 

 生まれ変わるとしたら：男になりたい。そ

して子供と楽しく授業をしたり、学びあった

りできる仕事をしたいと思います。 

 

8 6 歳 

（大正２年２月 2 4 日新潟県三島郡生れ） 

 

現在の生活の概況 

 健康状態：30 年前に胃潰瘍、12 年前に十

二指腸潰瘍の手術をしたので近所の内科に

通院しています。眼底出血の治療と白内障の

手術をするので眼科にも通院しています。 

 食生活：好き嫌いはなく何でも食べるよう

にしています。特に好きなものは酸っぱいも

の、果物、魚類などです。毎晩ワインなどを

少し飲みます。タバコは吸いません。 

 スポーツや趣味：40 代から詩吟を楽しんで

います。娘の所に越して来るまでは詩吟を教

えていました。現在も月に数回仲間と吟じて

います。 



 家族：娘（三女）と娘の持家に二人暮らし

です。子供は五人。長女（船橋市）、次女（川

越市）、長男（東京、荻窪）次男（土浦市）

子供たちとは毎月行き来をしています。三女

の夫は死亡。孫は結婚し独立しているので気

楽に生活できます。 

 友人・近隣との関係：老人会に入り、月に

３回体操や、折り紙などをしている仲間が10

数人います。詩吟の友人もいます。 

 現在の経済条件：国民年金収入のうち半分

は娘に渡し残りは自由に使います。不自由は

ありません。 

 現在の仕事や社会活動：娘の所に来るまで

は詩吟を教えていました。 

 家事全般：家事は娘が全部してくれます。

好きな食べ物は自分で買物に行きます。 

 生活信条：他人に対して敬う気持を常に持

っています。 

 一日の生活時間：８時半起床、10 時朝食を

取り、午前中は通院や老人会などに行きます。

12 時に昼食をとり、買い物や詩吟に出かけ帰

ってから 19 時の夕食まではテレビを視ます。

夕食後はテレビを視たり入浴して 22 時に就

寝します。 

 

誕生時の状況 

 生れた時は普通の大きさで、３歳年上の姉

がいました。私の誕生時の両親の年齢は、は

っきりしませんが、父 25 歳、母20 歳位だと

思います。家族構成は曾祖父、祖父母、両親、

姉の７人家族でした。両親の職業は、職人を

使って作業服の製造をしていました。 

 

幼少時 

 健康状態：病気や怪我もなく健康でした。 

 食生活：朝食は毎日みそ味のおじやで美味

しくたべました。お魚も豊富で母の実家が 

農家だったので米や野菜も豊富でした。おや

つにはさつま芋、ジャガ芋などがありました。

何でも喰べました。 

 遊び：近所の子とお手玉、まりつき、かく

れんぼ、ままごとをして遊びました。 

 家族関係：私が生れた後に弟と妹が生れ９

人家族になりました。両親は仕事をしていた

ので家事は祖母が中心でしていました。 

 最も印象的な出来事：雪が多く家の軒から

遊びに出掛けました。転んで膝を打った事が

ありますが、治療などせずそのままにしてい

ました。後年膝が悪くなったのはそのせいで

はないかと思っています。 

 

就学期（思春期） 

 健康状態：健康状態は良く、初潮は 13 歳

の時、知識は全くありませんでした。その時

母から教えてもらいました。 

 食生活：おやつにさつま芋、祖母が作った

黒砂糖の蒸しパンを友達と喰べました。 

 遊びやスポーツ：同級生と海で泳ぎ、縄跳

び、ブランコなどしました。 

 家族関係：この頃は曾祖父は亡くなり、祖

父母と両親、姉、弟妹の８人家族でした。 

 最も印象的な出来事：祖母と一緒にお寺参

りに行きお経を覚えました。お寺で出るご馳

走が忘れられません。学芸会で歌や、劇、ダ

ンスをするのが楽しみでした。父親とも一緒

に寄席などに行きました。特に琵琶の音の響

きが好きでした。 

 

成人前期 

 健康状態：元気で生理も順調でした。 

 食生活：貴族員議員の家に奉公に入り、食

事は魚の切り身一切れと煮物は自由に喰べ



られました。菓子類も時々喰べました。酒、

タバコは飲みません。 

 遊びやスポーツ：奉公先で夏は沼津の別荘

に行き、海で泳ぐ事が出来て嬉しかったこと

を覚えています。 

 家族関係：高等小学校を卒業した後、東京

の叔父の養女になりました。実の親も東京に

出てきましたので、休みの時など実家に帰る

ことも出来ました。 

 仕事：養女先の叔父の口利きで貴族議員宅

へ女中として奉公することになりました。女

中は 15～16 人いて皆女学校を出ていました。

高等小学校卒業は自分だけでした。行儀など

も教わり８年間楽しく勤めました。 

 最も印象的な出来事：奉公先の沼津の別荘

に行き海で泳げたこと、奉公先の仲間と映画

を見に行ったことです。 

 

 

家族形成期 

 健康状態：健康状態はよく生理も順調でし

た。３人流産し５人出産しました。お産はい

ずれも軽くすみました。 

 食生活：戦争中母の実家で過ごしたので食

べる物には困りませんでした。 

 遊びやスポーツ・楽しみ：仕事が忙しく夢

中で働き、趣味もありません。町内の旅行に

年１回位参加しました。 

 家族関係：舅姑と同居。家業は製麺の卸業

をしていました。舅と夫は仕事中心の生活で

した。私も手伝っていましたので子供の面倒

は姑が見てくれていました。 

 仕事：家業の製麺業を手伝っていた時、立

ち仕事、力仕事のため３人流産をしました。 

 最も印象的な出来事：私が肺炎で入院した

時、娘（６年生）が息子（弟）の遠足に味噌

を付けたおにぎりを持たせたことが今でも

話題になります。 

 

更年期 

 健康状態：40 代に肺炎で入院しました。40

代半ばから更年期が始まったようです。 

 食生活：体が悪かったので食生活には気を

使いました。夫が卵を買ってきてくれ、ミル

クも飲んでいました。お酒も少し飲みました。 

 遊びやスポーツ・楽しみ：子供の頃から歌

うことが好きでしたので、50 代から詩吟を始

めました。。 

 家族関係：近所に家族で付き合う人がいて

その方の影響で詩吟を始めました。 

 仕事・社会参加：家業を夫と一緒に大きく

し、50 代に始めた詩吟を 60 代から教え始め

ました。 

 介護体験：舅は喘息の持病があり風邪がも

とで６ケ月寝込み自宅で亡くなりました。姑

は胃癌で１年寝込み亡くなりました。いずれ

も家族全員で看病しました。 

 印象的な出来事：詩吟を始めたことです。 

 

現在元気でいる秘訣 

 年を取るにしたがいおおらかになり、何で

も好き嫌いなく食べ、詩吟を吟じ、周りが気

を使わなくていいようにしてくれているか

らだと思います。 

 一番よかったこと：子供たちと故郷の菩提

寺をお参り出来たことです。 

 これからしたいこと：子供たちと温泉へ行

きたい。 

 生まれ変わるとしたら：女がよい。男の様

子がわからないから。平和な生活を送ってき

ましたので生まれ変わっても平和な暮らし

が出来ればよいと思います。 



 後輩へのアドバイス：趣味を持つことです。 

 

8 7 歳 

（明治 4 5 年１月３日静岡県榛原郡生れ） 

 

現在の生活の概況 

 健康状態：狭心症の持病があり、堀川クリ

ニックにかかっています。 

 食生活：嫌いなものはありません。何でも

喰べます。嗜好品では日本茶が大好きでタバ

コも１日 20 本位吸います。 

 スポーツや趣味・楽しみ：デパート、スー

パーなど、どこに行っても誰とでもすぐ友達

になります。人と話をすることが生きが い

です。 

 家族・生活形態：一人暮らしをしています。 

同市内に娘夫婦がいて毎日来てくれますが

泊らずに帰ります。家があるのに一人住まい

をさせてくれて有り難いと思っています。 

 友人・近隣との関係：毎日会って話をする

77 歳と 78 歳の友人がいて、逢えない時は電

話で話します。楽しいジョークを飛ばし誰と

でもすぐ友達になります。友達の数は無数で

す。 

 経済的条件：国民年金と厚生年金（少し）

で月額９万円。家賃が 2.2 万なので娘夫婦に

３万円援助してもらっています。 

 仕事・社会活動：天気の良い日（雨の日以

外）はすべて外出しています。 

 家事：全て一人でやっています。惣菜は味

付けの点で、自分が作ったものが一番と思っ

ています。 

 好きな言葉：「おいこら」のような男言葉

を使うのが好きです。昔、礼儀作法の厳しい

両親に育てられたのでその反動かも知れま

せん。 

 生活時間：７時起床、８時半朝食、９時か

ら家事全部と裁縫をして外出します。昼食は

13 時。17 時には炊事をして18 時夕食。その

あとは週刊誌を読んだりテレビを視たりし

て 23 時に就寝します。 

 

誕生時 

 私が生れた時の父の年齢は 25 歳、母は 20

歳でした。私は普通の大きさだったようです。

女の子が生まれたというので愛人の所に行

っていた父が見に帰ってきたけれど、あまり

に不細工だったので、別宅へ逃げ帰ったとい

うことでした。父は事業に失敗その後は剣道

の先生をしていました。 

 家族構成：両親と祖父母、兄弟２人と私の

７人家族でした。 

 

幼少期 

 健康状態：良好で怪我をしたこともありま

せん。 

 食生活：日本食を何でも喰べました。おや

つはミカン、砂糖棒、干し芋など。兄が医学

部に通っていたので、バナナをもらって来て

喰べたりもしました。 

 遊び：縄跳び、まりつき、お手玉、あやと

りを兄弟、姉妹でして遊びました。 

 家族関係：６人兄弟になったので下の子の

面倒をよく見ました。 

 最も印象に残っていること：お守りが役目

でしたが、赤ん坊を背から下ろして川に入っ

て遊んだり、野原で遊んだりしました。お茶

摘みの手伝いの人が可愛がってくれたこと

も忘れられません。 

 

教育期（思春期） 

 健康状態：良好でした。初潮は満 17 歳の



時で、母親に聞いていたのでびっくりはしま

せんでした。 

 食生活：好き嫌いなく何でも喰べました。 

 最も印象に残っていること：お茶摘みの手

伝いの人が多数いたので、日の丸弁当を茶畑

で喰べるのが好きでした。特に木を割いてお

箸を作ってもらうのが、とても良い香りだっ

たのを今も思い出します。 

 

成人前期 

 健康状態：良好で生理は順調でした。 

 食生活：何でも喰べました。酒、タバコは

やりませんが、お茶は大好きでした。 

 仕事：兄が医師をしていたので、病院で働

きました。主に助産婦さんの手伝いでした。 

 

家族形成期 

 19 歳で結婚、夫は 30 歳でした。健康も生

理も順調でした。妊娠２ヶ月の時、夫は盲腸

が破裂して死亡しました。19 歳の 12 月に女

児を出産しましたが、お産は普通だったと思

います。 

 嗜好品：25 歳からタバコを吸い始めました。 

 家族関係：夫が死亡したので、子供を連れ

て婚家を出て、母子家庭になりました。 

 仕事：工場に勤めたり、食堂に勤めたりし

ました。22 歳から戦争前までお産のヘルパー

をして働きました。 

 

更年期 

 家族関係・友人関係：母子家庭でしたが、

いろんな職場で出来た友人は多数でした。 

 

 仕事・社会参加：戦後建築会社に勤務し、

さらに老人ホームの家政婦を 70 歳までしま

した。 

 介護体験：実母が癌で 85 歳で亡くなりま

したが、その介護を１年くらいしました。 

 

現在元気でいる秘訣 

 独立独歩で生活していることです。また、

独立独歩で暮らしている 78 歳の親友といつ

も一緒に笑い合っていることも大きな要因

だと思います。 

 精神的要因としては全くくよくよしない

し、人の悪口はいわないことにしています。

特に若い人が話をよく聞きに来て、そしてま

たその友達を連れてきます。 

 身体的要因：何でも喰べることです。一人

暮らしでも食事作りをすることは大切です。 

 社会的要因：友達が一杯いて笑顔を振りま 

いて歩いているような毎日です。大勢の人の

中で生きてきて、その人の目を見ればその人

がわかるようになりました。誰とでも友達に

なりますが、たまに、どうしても難しいと言

う人に出逢った場合は、喧嘩をせずに上手に

避けるようにしています。 

 これまで一番良かったと思うこと：オヘチ

ャ（不器量？）で生まれたことに感謝してい

ます。きれいに生まれていたら余分なものが

邪魔をして本当のことがわかるのにもっと

時間がかかるか、或いは、わからなかったか

も知れません。 

 生まれ変わるとしたら：女がいいです。ど

んな人生でもいいです。 

 元気で生きるためのアドバイス：愚痴をこ

ぼさないこと。人の良い所だけ見て、悪い所

は見ないことです。 


